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41,419 I 358,490 
i 20,637 I 50, 742 I 30,554 I 102,359 
22,368 I 57,177 
・-・-・ - ・・・--・-・--・・・・- --—... ・--・・ ―・----- -
藍li?r:l『い囚方：こ東北道盛岡四イ ンク ーか予定さ且， さら：こ禁波邸都『｛乳寸四方 インクーが伯欝一、ニ
してし、るが， I忍岡地域（ま,l]iい山のよ〉 に，国飲におし、ては東北木線とこ九に口：．陸地方の一中心地であ
る宮古か ら連奇竹する山II線，および秋Fl」から辿紹する田沢湖線か交正 し，国道におし、ては青森一棗原
の 4号と位；古一盛岡の 10617;-' 大1Jt1一盛岡の46りが盛岡地域てそ九ぞれ交応 して し、る また， 281号・
282号・ 3-10りが盛岡市交I)外や州了llJや葛巻¥IJて上記の畠に直いこ辿紹している．さらに，主要地方氾盛
岡、i直州］，＇線 ・齊/Nd不I賀線・盛岡 • 西板八幡<、平祝 ・囁!,Y,」横手線がそれそ九紫設IIJや盛I閤l「!Iや四恨!l『
や雫石Il] と按続してし、る． したがって，亙翌!Sd地域は交通ネットワ ーク上このブ ロックにおい
て正変な地位を占めている こうした交通上の地位は，虹北辺沿綜晶地域にぢいても数少なく ，これ
しこ比屑しうるのは，仙台 ・祈喜 ・ 郡山・白河 ・ 宇 :1しsl~宮などぐ らし、てある





盛岡地域の庁業上 の砂色は第 2表で示 されるよ う！こ，第 1次および第 2次｝崖;f人口が札1対(lりに低水
準にあり，それに比して第 3次j2it
業人口がきわめて砂水準にあるこ






家の韮〗［化， そ且 くこ ff: う農地転）rJが附加してし、る:n. 1:」・吹J]0)~』地面f/1 の減少傾向をみ る と，昭和45
年11の面｛い 33,l'.26 haが1贋1150イF-tこ｛之 23,llO ha /1こ，次Ilでは 15,016haが 1:3,926 haへそれぞれ滅







第 2表 岩手見の盛岡地域のilし業別祉業人!-, (li'150年）
忙；- こ『 りーし l慮 I笛j j也 占：~ I 
i岱I笛］『Ii以外
I i J・部
• ――・・- ・-ヽ-. ―. ・ ● . 
詑 歎 702,574人 100_0% 193,446人 100.0% ! l. 000% 
第： 1 ; 欠J望菜 244,710 34. S -19, 664 25. 7 i 28. 3 
訂； 2次 j茫菜 161,128 22. 9 36,179 18. 7 : 26. G 
買'i3 ; 欠 I府・ 一覧ダ、 2%, 73G 42. 3 107, 603 55_ 6 : 45. 1 
ー・ --- - - - ---- ・-・-- 、・- -・ - -- -
(I尉和50年印婆t),'ij査汁計り第 3忍その 3岩手州より）
628戸，嬰叉砿文人「111,643人がそれぞれ減少し， その傾向は年々苫しくな ってし、る．晨
の代表的）？礼菜であ る製恐業の全国お よび応手県全f本に比べてかなり低水準にあっ て，全
l:El の）~(!エ訓斌〗い、人口比の :24. 9%の半分以下の 9.7%てあ る． このことは， 1£給 自足的工業のみが盛岡

































1j 1心とする 1呼辿貨物白的車の流炒吠況は第 3人に示さ汎るとぢりである．これによる
第 3人 直[;'irjJli!ベz2'II I、しとする胃辺貸物n動)i !の流動 (li(i-49i['.)
!I f- J已
lir1,j J(J J,,,~! I、J 9,594 1、
) i . 395 
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小 ,(I- _ 12,400 「r;
i1J: J?{ . 5J -/:. 




白炭 l HI 手坦 合数 :1 +i 手］い f、i 紋
) -I - 209 oH_r．m ． : 98 バ＼ ,i- 26 
li こr｝ i'I 8 f';j )¥3 18 
Fl I I LI 21 凡 甘I 1 i'" i> 山 7 
）'.ヘ)-"'-「 池 4 1 JI! 22 1' 詞 ,R ） 
~_) 7 I!!> 子， 3 /_. ;_ヽ・ ミ(Ti・ T:1;'l : .j-:,_ •• 、, J 
,i・ 348 策 J釦!I':', 19 HI "Ii.' 、J 1 
rn 79 ,、'1-'1 27 16 



























は国道 282りが利）:IJされてし、る 三1砂』地方との流動は上記 2方而のものに比して少凰であり ，仝休の
10%にす苔はいこ の種の流勁は主として久慈については「月迅 281号，＇臼古 については同 106号が利
用されている．秋I王l. 大filに対するもの！まさらに少ftであり，約 5%を占めている． これについては
国道282号が主に利用される
路線トラ、ノクによる貨物諭忍は，上記のように仙台 ・棗爪とのそれが最も多し、が，東京への出荷品
は材木 と砂、材が主である．屈木（文笥材ぢよび樽材などであり，野田 のキッコ ーマソ！醤油や東京各地に
かなりの~ぶ製がある 飲材(t北上・花巻 ・水沢などて俵応さ九る鋳物の半紐出訊であ る 東国てからの入
荷品は 1〗ぶ灼団が約2に分を占め，その旦かに衣料・伐料九＼・拿ff賃など の日屑『消 ‘費 4オが大喜I砂〉である 国道
4号による東摩との輸込は、:0110時切盛岡を出発し，翌閥 31謬’ー ，[京京へ列芯する そのIi¥]仙台や焦巖な
どに立寄るが，仕とんど無休て‘，その所役時間は17~18時間てある 東京を 出発す るのは同日夜8時
で翌抄]10時頃応岡tこ1-篇芯する．この間に最も 1ド］励こなるのは，仙台市内の賞業所に立寄る際の仙台古
内の交通晟・ヽ；りと東京部内に国道 4号が屎入れる際の交通喜僻てある 厄翌岡か ら出発して仙台了l"i内へ入





このよ う訳往路でのイ山台市1化復格での夏京都門の交姐渋滞のため，盛岡・ 棗京Ii'¥J17~ 181! 『間らの
輸送時間を疫するのである．このため，東京到沿当日に夜とは＼、えすぐに且」発せねばならないという
ビストソ輸送は， 1 トラ、ノクを 2 人の連伝者が交代て迎転するにもかかわらす~, きiっめて重労慟とば
る．それゆえ，•仙台市内および東京部内の交通渋淵｝は路線トラック並業に力ゞなりの影噂曹を与えている
とし、える
との輸送は，入荷品 出荷品は一般雑＇貸が主 である．釜汀］・官一占 との交通は 日帰
りて行なわれる場合と，盛岡発 17n舟現地忍 22 時，および現地発17時盗岡~g 0間の励合との 2通りあ
るまた，気仙氾へは 9[kり発16時店で，現地に 1泊の後翌日 4時発19時盛岡行である これらの三陸
地域との交通は，国道 106号や主要地方道盗岡辿野線などを利川 して行なわれるが， 冬期に路面凍結





















8,000 17 J (:]、1望す喜て るとし、う． それゆえ， よる の仄叶l化
さ九るか，それに対抗してやむ詞えずそれとl!JTJせさる左え心＼，＼てあろう 大 1ー ：〗、·苫への
































おげる四菜別就菜人口の推移をみると（第 4去）， 第 1次産業の減少および第 2・3次差
菜のい;,}JI l (煩向が判し＼，、ことがわかる とりわけ～）第 2次忙業がI召不!:J45年以後J;iり加の停訃｝化してし、る反




30人を尼える『業所ぱ， 第 2次｝崖業 163事業所，第 3次旅業 330事業所， 合計して 493ケ所にすぎ
ず）全冑〗~所の 4.8%を占めてしヽるtこげてある．つまりは小晨松事業所が圧倒!'.Iりに多し、わけである




名＾心心J ， 4 ).,ど<.-・ 麻岡山｀の庄塁別恥し〗'1人口 Ht移
来．/＾,・人1,. 
1月 501f 胄140'.[c:」し(!l(HOil:=100)
札介．成jし率 附 45;,i: il{j 50什：
1悶 8,454 7,333 5,328 ,) r ｀・) ）O／f ｛） 8/'i 7 b3 0 
砂、 c喝~・こ: 心•) ぶ,-~．） :34(-:i :30:3 0 3 97 5 85 4 
水 .¥a"↓ ・fヽ.・ • 12 l(i 一')ヽ7i 0 0 lは:33 225 O 
;、l 8,821 7,b95 5, け58 5 (-j 87 2 64 1 
9牙"迅」，' ’ 払I、 ．ヽ、~lヽl，,,,/"  、 232 17ご 115 0. 1 74. 1 49 6 
2 辻 さII~'I．ベ  L (), 385 7,2(氾 8,708 S. 1-i 113 7 136 4 ~ ・'- ぅJii・~,Jヽ , IヽU.lj・ • 9, 1:21 10,:283 10, 155 10.1 1127 111 3 i;-1 15,738 17,717 18,97呂 l8 8 1:20 h 120 G 
liJ 小，］こ ·~>1 -,,),r-;:);:) ← □ 日，710 '.29,'.215 :29 0 l公04 1313 8 
ンI,.ゃ1‘ヽJ. ,• ・↑’ぷ店'~ ・'1一ヽ9→ 1,-'c::,、g1、'• 3,508 ,1 003 5,151 5 1 11-1 1 146 8 
3 叫鮪.; 瓜L 8, l□ 0 8,735 8,ii57 8. (i 107. (i 10G G 
次 ，． ・,ヽ'.( . ·,h」、• /つ•、 72h 838 8斤1 0.9 115. -1 J、190 
i1'i こ サ｀ーヒ、ス〗'.、. 17,h97 2:1, 0(50 25,844 25.i-i 1:30.:、3 14(i 0 
〗こ -!,-¥_  fo 5,041 5,585 (1,140 h 1 110.8 121 8 
,ti 5(-i, ,147 h7,931 75,871 -I ;:i ~',J ) 120, :i 134 4 
!_.) 、 'i"、r,_1, -:.f 尼 5:3 ， 3:31 0 :3
、1-ご •'1.ー •1, ・● 8L059 9:J,352 100,8:38 100 0 115 2 l :24 4 
（又;1,,;., ,;t ji!, し 'l!of ペ・l,c;JI•_)- I'• 
、lI 1・J、!L; .J: 1!1"Ji J. .,¥, i Iふ ,J)
． ． ?ー ）••• 
??
? ?????．． っし、て（よ米が43.1%を占め―・一第 1(立：こラン＇クされる力；， こAL0) 1fi: ? ?）?
しつつ応る ず匁オっち，






して＼ヽ る U)てある これ：こ対して，
て・(よ米くこ次ぐ
その主（心となし，そ
り） 12%以士ーと l~I めてし、る
1','1く，岱岡il1o) 
で、あり， こ九ら 2[『物：こエって県
7 /) I ,_, I 














の 30悦を占めて＼＼る そこて0)T[)且の Iレートによる出 9,014 tであり，そのうちn地域1人jへは
5, C-34 t, ハ、：主：、3,380t /U雀jさ),1.,る










]J慮似Ji肛l州と哀北縦『』i'I動車心の1月係につ 1ヽ ての予察（奥附n ?
こめ：こ である． また， 1、ラックによる 11喩己｛；しいなかんの場介と『］月孔こ E~ポールを )jし、てし、る











の ヅ-- l ,Iふこ
ら生Iがさ九る
2,000 tてあり，その80%は山乳として[『1費さ九，残りの20%が加丁こまわさ九て＼、る 慮




??? ?? ? コンプーブ-- /こ寸-)1_,じl, 費川上の 陪決されると考えら九る
，?． 、? ↓ ? ?,~, I『i―心之










?? ?? るので， される可
そ 0)昌味て費）lの低証化に るといわ九る
］）砂jl卜厨［尻及(,< 17, り~6直i り， !1i.c;. :cJでリ1し0)19. 8りし唸： r~i 汐）てC し、／｀ 因 は約1,000t
ごりり，ぞゾ）県外Il 1 f詞f、］．、80悦に0)ぼる．そのうち
1J!or・r: しいn費地1月げてあり， 及肉として 8t (屎









































/_L¥ M~. 「lj l1'.IJ 
＇ じ ? ????、?、??
コム儀IJ. に1"・C 1'.i 
）り
’‘ 
り',・-," Y:・ ・r • .': : ょ・ .:L II 
且、 ?i叶
」1: 汀、土: !ti:; 
拿属製 if1
炭，i成
I .・''「iバ 1・ I' , llf .,.1. /ヽ
ふ＾ "ヽ・'・ "" 罰J)6 lri 1 ン、
附lj 密嘉；」［
その他





























































につ＼，ヽ ての仲ひをみると） 出荷頷白｛本は繊斎且を除、し、てすべて 0)ものが増加してし、るが，札心成此






の瞬品出荷0)1!J'誓 i祖用をみると第 6Jこのようである． この表から明らかな
。東北地方が64.7%と圧倒的に多く，次し、て図東地方と厄る．業
である~汀費月エ文の部1°・立地門を示す食訂・1叶，衣）JIし出）阪• 印刷J, 紙加工
品ばどてはほとんどその出阿先か夏北地方：こ限ら九， 、局地(J'.Jば ＇どもってし、る， これ
第 6表 霰岡 ii〗,喜」こ湯の製:1『五出荷応 (ii?]491ii:)
諏1).'LL:
~)! ユ
その他 I, ,.-.,, 
の I!I I I閉lj /ll ,1 . 
原料アルコー）レ 100 
閏 好 炊 叶 水 GO 40 
し よ う .iヽ、Il！ " 100 
/ J¥ 扮 98 2 
米 笈 100 
,．ノ·~·j,．マ·~‘ ~~•  liJて」 iり 90 10 
ノ‘ ン' 99 1 
ふ と ん 和々,:1J, 44 5(う
”I亡r・ 菜 !Jft 100 
-—ヽフ． ツ 二ノ : ;,I.H ., I 木 70 30 
I I 100 
化 製 材 100 
製 付 吊 28 67 4 1 
II 33 Jrr J 12 
介 板 85 15 
戸 版△ 「ri mu 100 
「l Pl ),jt rm 64 4 25 7 
I'凡 、'ィ",、こ 晶 100 
コンクリートプロック 100 
レ ン ガ 100 
如ダ,1 -、_ rn-"/" ヽr→ -.! 1→ヽ•• i'o1i 98 2 
I I 90 10 
I I 39 17 22 16 6 
l，lー・食, ノ→ ._Jl. l_―I, l fなベ•I· •i: "J・ GO 4-0 
日 i IJ 釘： ・n"/," r・ 70 28 2 
• ,ヽ,.'\.•'.: 、沼バ、ヽ9： 機 械 51 49 
L +、.'•",”• .: ,j- , "1 11" r, 2 96 2 






回を打して＼，ヽ る．それは東京およひ叶叫地方である しかし，広し、Yb場圏を布するとはし、え， これら
閃種は盛岡『nては札］対i'」りに資本力が鉗く， ま た l―~1コ小企業が大半を占めてし、る．それゆえ，愉送費）=FJを
疇 ずればれI当直闘噂fにま で出荷することはかなり 筐j負担と なると名えられる．岩手県外に何らかの
出荷先を打するものは，工業立地セン タ ー の謁査による と 30工場のうち 7 工場にすぎず，他は県 ,1~の
！レート をと るか， ある しけは直売方式とみられる，したがって， 盛岡市以外の地域， とりわげ各市がエ
場誘致や工業団地造成に力を注ぎ，盛岡市の工業水準が相対的に低下してし、る現状を前祝とすれば，
直売方式に よる製品の出荷は年々減少すると予想され，県内あるし、は東北地方に市場圏を限定される
可他性も薗lい したがって， 当地域の工業の東北道に対する結びつきばあま り期待することはできな
し、＼であろう
3) 脊」〗，：：と礼見ヅし
(a) 商業 岱岡市における庇菜の中分］頂別年間販売額は第 7表のとおりてあるが，その近年の仲び
ぱ急激であ り，昭和43年と比べてl召
『1147年には91.0%・ 培， 同49年ぶこは









この盛岡市の飢］元業の由場1五Ivま，市内71.01%, 周辺地域8.77%,その他県内 9.97%,青森県 2.49
% (そのうち青森市に 2.04%), 秋田県 1.39% (そのうち秋田市に 1.28%), 官城県 0.68%, その他










胃~43 年 nn 45什―：: H召47年 1『349年
9● ● -・・ --・・ ・-・ ―. ・----・-- ----- ___ . ・ー
翡竺 fFjl ; ノ'i.: 114,852 213,167 217,102 425,909 
f~r「n ifq• 111! >,t -
そt『瓜げH 1晶;J¥ ;~し: 3,242 4,186 6,681 13,336 
名 JI} i1訥 II 7,112 9,905 11,149 17,110 
ft *.:'. I屈1 II I 14,059 16,957 : 26,898 30, 647 
f(久 ft !;Ii , 4,423 5,605 8, 148 10, 854 
家 具廷 flII 3,989 5,527 8,471 11,562 
その他// I 9,118 10,691 15,774 20,658 
- . --— ·-·--·-•·-•• ―- . -・-・- - -・巳—---- ---・-----一---ー・ 一 —----- • • --・. -・. -








































L—'-'7 V) /;) 況の













I,ぶ>ぐ 8 1/;- 丁-v;~:,、Elー：及；i見兄j止のドDし／合政1化移
,",!,) ' 46 .,. ,,  → . IH 51 
りし I'~ リ1 夕I、 ,i l11~I 勺 > Ii JI; C/ J入I ,J 
I'む'・- ! [1 汀、,I): ~“ 15(-j 116 272 公31 210 -141 
I・f:11 Ii! 1、 l[i占 119 77 80 157 122 11〇 232 
-・,1ブ• 呆 24 92 116 55 123 178 38 154 192 
_4,じ_ ・ソ,_c_: ・ゞ ii: 是 闘1; 52 44 96 I G2 48 110 72 ,r) ,. I 129 
叶"唸 ‘鼠 泉 詞:I; 47 43 90 5G 49 105 GO 34 94 
湯 ITl i,! I― L 泉 泣,i; . rn 15 31 10 13 23 7 1:3 20 
:]J『 爪 l,i_~ i¥! 飲 11 15 2(i 10 23 :3 1:3 Jゥ~ゥ 45 
久 . T I江 i',':j)爪 10 淑0 70 20 ， 29 11 4 15 
外 1!1 1!1·Jj~I•';j I打！・ 16 8 24 19 14 33 32 ， 41 
"1 ." 、 .i砂J ］げ 7 20 20 22 32 21 15 泌
グ'~ノ- 〇ご） 仙 131 54 185 147 87 234 288 143 i 421 
りi_i~ 「は）j人 (1昌了県；直）［こリクリエーショゾ吝入込廿i員，1、こ哀より）
1,666万人であり，そのうち県外客ば 781万人で46.9%を占めて＼ヽる．観光地別
も多く，次＼、で十和IJl八幡平:, 平鼠，化在温皐郷の順と立ってし、る 見外客につし、て ~v-泉がきわめて
く左謁政してし、ることが注目される． この観兄池と化包i此泉郷は従来からの観兄地として，時間的
な J許）~II 数｛ごそれほど）＜てはなし、か， 1外り1噂りパ＇と 1-,:n,1―El 八幡平
和43汀；こ比べてil附苫は 2.5倍，後書は 1.~)倍こら仲びて＼ヽる
きわめて的しし、 すなわち) 1眉
，情屈jJ也！成と且~じ1 じ予従貫 i'-1 爪~Ti応且 0)/~'.]·係につ！ヽ て())予祭 cin野;) 11 
夏北仝域にお‘げる観光客［土 l(fl501j'-tこおし、て忍」 3,000万人と凱1こさ九，そのう



















：こ 1~ lOJJに1;↓ら九） とくに夏J[Jj(こ仄1:j-1する


















域との格分',:らまた広がるものと考えら九る． と＼ヽ うのは， 仙台は比校的京翫地昌との1月辿がり直いの
て，仙台砂祈尻部『I¥の1月発テン：ドが，東北 3県てのそれより早まっているからである











浜地沿との1;:1:連が弧まる と予想される． したがっ て，この、点におし、ては東北辺の役＇古ljは霊疫である





政 。経済 ・文化の中心であり， 三砂地方の都市の活動を支え， さらに1国道46乃， 国鉄¥]」沢栂l線によっ
て秋田県帆l北地方にも影翠塁を与えてし、る
岩手県のrm発計両によれば，盛岡市の努力四に合まれる各都市が農林腔物の集荷都市（たとえば-
閲 • 水沢・汀詞・迫野など） として， また鉱業， 水洸都市（たとえば釜石・久慈• 宮古 ・大船渡な
ど）という性格をもつのに比べて，1藍岡市はこれらの泊都市を指禅しうる ような懐能と性格を有する
ような 日ti点が応め られてし、る り） その目 ［屑を実現ずるためには， 第一に麻工業務活動の場を提供する
必要があることはいうまてもない また，此菜の近代化 ・大炭慎化に対応する集ィ碍流通の場として）















③盗岡田の地方 11廿梵嬰都市としての設及効果を広域に及厄すのに必変なもの一―—国道106号 ・ 107
号 ・281号 ・28'.2号 ・主要地方道悩岡遠野綜 ・盛岡岩泉線 ・感岡横手線
①東北本線と京北道に沿って波及する効果をん贋断線によって i尊入するのに必要なもの一一国道232
号 ・284砂 ・343号 ・主要地方道水沢十文字線
⑤盛岡市を観光ター ミナルこするのに必災なも の一一八幡平有料道路・奥地産業開発悴線道雫石呆
八幡平線
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(3) しかし，
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に Taaffe(1962), Gauthier (1970), 打ぷ (1997),
(1%8) などがある
2) 第1表の化←地域と:t花石山と砂貫闊ぶ北上地域
とけ、水；尺・ 1tJこ・［［東りの 31りと fl予'i乳[(杞よび胆{){
開5,-1見］地域とは一1及l巾認よび西磐井・ ? ?
Iiふからそれそれl翡I成されてし、るものてある．
3) I({和45年の内菜悶家数11,497, 第 1種兼業四家数
13,364, 第2種兼菜農家数8,216がl!{Hil50年にはそ








6) これ，¥,〖蓋閻由 1:j改釘l元111場 (1975) にこる．
7) これit高野内男・高販宏打 (1975)による
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Preliminary Consideration on the Relationship between the Economies 
of 1¥1:orioka Region and the Tohoku Expressway 
Takashi Okuno 
This paper aims to investigate the relationship between the economic aspects o「Moriokare-
g-1011 and the Tohoku Expressway. lt belongs to the traffic impact study which is one of the most 
加 portantsubjects in transportation geography. Morioka region inclucls M・orioka City, Shiwa-
gun, and Iwate-gun, and occupies the central position of Iwate P1・efectrue in terms of economic 
scale and transportation network. As for the Tohoku Expressway related to this region, the route 
from I chinoseki to八1orioka-minamiinterchange vrns opened to use in 1977 and the total route 
connecting Tokyo to Aomori ¥Vill be completed in 1980. 
As a result of investigation on the relationship above-mentioned through analyzing the data 
for some economic conditions of Morioka region and also interviewing the shippers of agricultu-
ral and industrial commodities and the carriers who have high possibility to use the Expressway, 
some fincling・s are obtained as follows. 
(l) Though the western part of Morioka City is projected as industrial zone, the possibility 
of locating larg・e factories for proclucti ve goods is small in Morioka region. This phase will con・ 
tinuc in future. However, supposing tl1e establishment of the branch expressway which is plan-
necl to connect Morioka to Hachinohe as the New Industrial City, the industrial commodities shiped 
in this City will pass through Morioka region, and, as a result of this, will promote the function of 
this region as the secondary distribution center in Toboku District. 
(2) If some national hig・hways of Nos. 4, 46, and 106 are improved to smoothly link Morioka 
匹 gionwith the industrial area in Hachinohe and the fishing or mining areas in Sanriku and Akita 
regions, Morioka region is expected to develop as a growth pole involving central distribution and 
cotnrol functions. 
(3) ln present time, however, only the八1orioka-minamiintercbange has been used and the 
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Morioka Distributing Center i.s the only central function. Therefore, Morioka region has not 
recieved to saturate the full effect of the Expressway. When these present conditions are kept 
intact, the expectations as mention叫 abovevil be betrayed. The clemolishment of this betrayal 
can be done by the rapid construction of both interchanges of Morioka-nishi and ~~1 orioka-kita. 
(4) Obviously, the nodality of Morioka region is comparatively high in terms of sight-seeing 
activity. The attractive landscape in both national parks of Hachimantai and Rikuchu will rise 
to a higher rank among leading・tourist attraction places by shortening of time distance caused 
from the Expressway. 
(5) The shipment of apple and milk, which are the main agricultural cash products in Morioka 
region, will be mostly directed toward Keihin District, ,.vhen the mode to transport them is developed. 
